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　本誌 26 号において、中会主義教会のアメリカでの発展に関しての第 1 章を訳出
した 2。第 1 章における最重要事項は、1709 年に中会が、1716 年に大会が、フィラ

















1　Ben M. Barrus, Milton L. Baughena and Thomas H. Campbell, A People Called 
Cumberland Presbyterians: A History of the Cumberland Presbyterian Church (Eugene: 
Wipf and Stock Publishers, 1998).
































3　以下のカッコ内の数字は A People Called Cumberland Presbyterians のページ数を示す。
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告白が全幅的同意を困難なものにしているのかを明確にする必要がある。それは、


















　以上の箇所から、『ウェストミンスター信仰告白』の第 3 章「神の永遠の聖定（Of 
God’s Eternal Decree）」、つまり、「選び」「予定論」がニューイングランド派（リ
バイバル派）が全幅的同意に応じられない「告白」になっていることは明らかであ


























































Cross）は 1735 年から 1736 年まで、バスキングリッジ（Baskingridge）ですぐ
れたリバイバルを導いた。もう一人の丸太小屋大学出身のサミュエル・ブレアは、
最初、1733 年にシュルーズベリー （Shrewsbury）、次にファッグスマーナ （ーFagg’s 
Manor）に移り、そこで 1740 年に丸太小屋大学を設立した。1738 年、彼らはニ
ューブランズウィック中会を立て上げ、ここで按手を施された丸太小屋大学出身の












































ーヨーク大会は聖職者が 22 名から 74 名に増え、オールドサイドのフィラデルフ

































　その後 1776 年のジェームス・パワー（James Power）に始まり、ジョン・マ
クミラン（John MacMilan）、サデウス・ドッド（Thaddeu Dod）、ジョセフ・ス
ミス（Joseph Smith）が西ペンシルバニアに定住し、1781 年にレッドストーン中
会を設立した。彼らに 1782 年、ジョン・ダンラップ（John Dunlap）、1783 年ジ
ョン・クラーク（John Clark）、そして 1785 年ジェームス・フィンリー（James 
Finley）が加わった。上記 7 人の教職者全員が 1746 年に創立されたニュージャー
ジー大学（後のプリンストン大学）出身であった。1788 年から 1793 年の 5 年間








者（Evangelist）として按手し、1786 年 10 月、トランシルヴァニア中会を設立した。
この中会は「カンバーランド川沿いの定住地や、ケンタッキー地方」を含んでいた。
（35）



























リバー (Red River) 教会、マディー・リバー（Muddy River）教会からの招聘を
受け赴任した。ギャスパ ・ーリバー教会で 1797 年リバイバルが始まると、レッド・
リバー教会、マディー・リバー教会の聖餐式集会でも次々とリバイバルが起こり、





























レキサンダ ・ーキャンベル（Alexander Campbell）の支持者たちに合流し、「キリスト教会（the 
Christian Church）」を創設した。アメリカキリスト教史の歴史家たちは、ストーン・キャン




アハート・ブラウン博士 [Dr. Jay Earheart-Brown] による解説）















　大リバイバルによって、1800 年からの 3 年間でケンタッキーのバプテスト会員









5　集団生活を行い、宗教的完全、独身主義を信じる、Mother Ann Lee (1736-84) のリーダーシ
ップの下に、1774 年に英国から北部ニューヨークにやって来た革新的なキリスト教一派。（筆
者訳）Mark A. Noll, A History of Christianity in the United States and Canada (Grand 










































































が 1810 年 2 月に独立した中会を組織するまで、彼ら自身で形成した「協議会（the 
Council、後にカンバーランド長老教会に発展する組織）」を通して続けられた。




1721 年　　Old Side のジョージ・ギレスピーが翌年の大会で『ウェストミンスタ
ー信仰告白』への全幅的同意を提案するための準備を大会に提出。
1722 年　　New Side のジョナサン・ディキンソンがギレスピーの提案に対し大
会内の分裂を防ぐための「4 カ条」提案





1732 年　　New Side のジョン・テネントによってリバイバルに火が付く








1741 年　　Old Side は、ニューブランズウィック中会の聖職者とその仲間たち
が 7 つの罪を犯しているという署名入りの抗議文を大会に送り New 
Side を批判
1745 年　　New Side によるニューヨーク大会がニュージャージーに設立され、
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大会が分裂





























ランドにおけるリバイバルの最も影響力のあるリーダーの一人。（著者訳） Noll, A History of 
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A People Called Cumberland Presbyterians 翻訳
第 5 章 解決されない違い：新しい教会
　　 我々は 4 年以上空しく待った。総会に対して問題を是正し、我々の踏みにじら
れた権利を回復するように嘆願をしながら。しかし我々はここに、カンバーラ
ンド中会という名で知られる一つの中会を制定することに同意し、決断する。














1　James Smith, History of the Christian Church from Its Origin to the Present Time. 
Compiled from Various Authors; Including a History of the Cumberland Church, 
Drawn from Authentic Documents (Nashville: Cumberland Presbyterian Office, 
1835), 614-16. 及 び、Thomas Campbell, Studies in Cumberland Presbyterian History 
(Nashville: Cumberland Presbyterian Publishing House, 1944), 74 を参照。





























3　ホッジへのブライスの手紙は、A Pastoral Letter Addressed to the Churches under the 




5　1806 年 10 月 27-28 日のケンタッキー大会の議事録 159-160 頁には、それがコシット（Cossitt）
とフィニス・ユーイングと記されている。B. W. McDonnold, History of Cumberland 
Presbyterian Church (Nashville: Board of Publication of Cumberland Presbyterian 
Church, 1888), 82. Campbell, Studies in Cumberland Presbyterian History, 74 も参照。






























に反しているし、無効とされるべきである」。Smith, History of the Christian Church, 616-
17.



























8　  A Pastoral Letter…of the Presbytery of West Tennessee, 10 より引用。
9　  1789 年から 1802 年の総会議事録、378、384 頁参照。
10　1804 年のデヴィド・ライスの手紙に対する総会の返信のなかで彼らはこれに同意していた。
1789 年から 1820 年の総会議事録、299-301 頁参照。
11　1802 年 8 月 8 日トランシルヴァニア中会議事録、1802 年から 1806 年までのカンバーランド
中会議事録中の 1803 年 10 月 7 日、1805 年 4 月 3 日、1805 年 10 月 2 日参照。



























1807 年 5 月フィラデルフィア総会において。アーチボルド・I・アレクサンダー（Archibald 
I. Alexander）、 議長」。
14　1789 年から 1820 年までの総会議事録、389 頁から 393 頁。Robert Davidson, History 
of the Presbyterian Church in the State of Kentucky with a Preliminary Sketch of 
the Churches in the Valley of Virginia (Lexington: Charles Marshall, 1847), 376, 及
び E. B. Crisman, Origin and Doctrines of the Cumberland Presbyterian Church 
(Nashville: Cumberland Presbyterian Publishing House, 1856), 36-41, 及 び George B. 
Hays, Presbyterians: A Popular Narrative of Their Origin, Progress, Doctrines, and 



























of the Presbyterian Church in the United States of America II. Rev. ed. (Philadelphia: 
Board of Publication and Sabbath-School Work, 1873), 186-87. 及び Walter Brownlow 
Posey, The Presbyterian Church in the Old Southwest 1778-1838 (Richmond: John 



































16　1789 年から 1820 年の総会議事録の 406、408-409 頁、及び John Vant Stephens, Genesis 
of the Cumberland Presbyterian Church (Cincinnati: privately printed, 1941), 67を参照。






























18　ケンタッキー大会 1803 年 9 月 8 日、及び 1804 年 10 月 17 日議事録参照。
19　1808 年 10 月 7 日トランシルヴァニア中会議事録参照。






























20　1809 年 3 月 25 日トランシルヴァニア中会議事録、及び Crisman, Origin and Doctrines of 
the Cumberland Presbyterian Church, 66-67 を参照。











ることを 2 回拒絶したが、ケンタッキー大会から送られた 2 通の説明の手紙に基


















22　1789 年から 1820 年の総会議事録、416 頁及び、Stephens, Genesis of the Cumberland 
Presbyterian Church, 69 を参照。































































24　Circular Letter, 12. 及び Robert Donnell, Thoughts on Various Subjects (Louisville: 
Cumberland Presbyterian Board of Publication, 1856), 233. 及び、McDonnold, History 
of Cumberland Presbyterian Church, 84を参照。


























メソジストに参加したいと試みたが、その提案はメソジストに拒否された。1810 年 10 月、新
しいカンバーランド長老教会は二つの教会の『協力に関する同意』についてメソジスト協会
（Methodist Society）に手紙を送った。メソジストは『聖礼典の合同（Sacramental union）』
に 同 意 し た。Peter Cartwright, Autobiography of Peter Cartwright, the Backwoods 
Preacher, ed. W. P. Strickland (New York: Calton & Porter, 1857), 47 及び “Minutes of 
the Cumberland Presbytery, 1810-13,” Reprinted in Theological Medium, IX (April 
and October 1878), 209-24, 480-98、及び同書の X (January 1879), 90-96 及び 1810 年 10
































26　1809 年 12 月 6 日、フィニス・ユーイングからジェームス・ポーターへの手紙。Cossitt, Finis 
Ewing, 191-92 からの引用。


























27　この盟約は Circular Letter の中にある。
28　マッカドーは新しい教会の中では決して積極的な役割を果たさなかった。彼の家でカンバーラ
ンド中会が設立された後も、2 回しか会議に参加しなかった。彼は決してカンバーランド大会
のメンバーにはならなかった。Richard Beard, Brief Biographical Sketches of Some of the 
Early Ministers of the Cumberland Presbyterian Churches, second series (Nashville: 




























29　創立者たち（ファーを除く）の短い伝記は Beard, Brief Biographical Sketches 及び Brief 
Biographical Sketches, second series に記されている。
30　1810 年から 1813 年までのカンバーランド中会議事録の 1810 年 3 月 20-22 日。書簡
II. に含まれる西テネシー中会へのユーイングの返事。John M. Gaut, Patriotism and 
Presbyterianism: An Address before the Lebanon, Tennessee Bible Conference 
(Nashville: Cumberland Press, 1908), 40-41, Davidson, Presbyterian Church in 
Kentucky, 253.


























31　1810 年から 1863 年までの西テネシー中会の議事録参照。写本記録は、Historical 
Foundation of the Presbyterian and Reformed Churches, Montreat, North Carolinaに。
32　スティーブンソンへの手紙は 1811 年 5 月 11 日の西テネシー中会の議事録に含まれている。ま























紙（Pastoral Letter）」を書き、それを 500 枚印刷し配るように命じた 34。ユーイ





Davidson, Presbyterian Church in Kentucky, 256．
34　1810 年から 1813 年のカンバーランド中会の議事録、1811 年 10 月 11 日、及び 1812 年 4 月 7
日参照。西テネシー中会議事録、1811 年 9 月１6 から 17 日、及び 1812 年 4 月 7 日参照。写
本記録 A Pastoral Letter...of the prosbytery of Wost Tennese, 23-52 を参照。
35　ユーイングの「返信」と共に、カンバーランドの教職者が仕えている教会へ “Pastoral 
Letter” も送られた。
























フィニス・ユーイング ヒュー ・カー クパトリック ウィリアム・マックギー
ウィリアム・ハリス トマス・カルホーン サミュエル・キング
36　1812 年 9 月 22 日、西テネシー中会の議事録参照。
37　1810 年から 1813 年カンバーランド中会議事録、1812 年 11 月 5 日参照。
38　同上。1812 年 11 月 6 日参照。
39　同上。1813 年 4 月 8 日参照。
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ウィリアム・バーネット デビッド・フォスター ジェー ムス・ポ ターー
























フィニス・ユーイングを含んでいた。1813 年から 1817 年のカンバーランド大会議事録参照。
Theological Medium, X (January 1879), 96-105 に再録。
41　カンバーランド大会の議事録、1813年10月6日参照（カンバーランド長老教会日本中会編集『カ
ンバーランド長老教会信仰告白』2014 年版訳を使用）。









42　Brief History of the Synod of Kentucky, 1 を参照。
43　Minutes of the General Assembly, 1821-1835, 145, 148, 155-156 を参照。
